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研究成果の概要（和文）：日本における西洋人劇団の上演、とくに 1891 年に来日したミルン一

座と 1912 年に来日したウィルキー一座のシェイクスピア上演を国内外での資料収集をもとに

明らかにした。また、これらの西洋人劇団が日本の演劇にもたらした影響を 1911 年に坪内逍

遥によって演出された『ハムレット』に焦点を当て、明らかにした。そして、坪内逍遥が 1911

年に上演した『ハムレット』を東西の文化や表現様式を融合させた日本で初めての異文化混淆

上演ととらえ、分析することにより、これまでアジアで行われてきた異文化を掛け合わせたシ

ェイクスピア上演を語る一つのパラダイムを探す試みを行った。 

 
研究成果の概要（英文）：I clarified the Shakespeare productions done by the Miln Company 

and the Allan Wilkie Company by consulting various materials in Japan and abroad. 

Focusing on the production of Hamlet directed by Tsubouchi Shoyo in 1911, I attempted to 

illuminate the influence of these western companies on Shakespeare productions in Japan. 

I categorized Tsubouchi’s production of Hamlet as one of the first intercultural 

Shakespeare performances in Japan and in doing so contributed to the development of a 

new analytical paradigm for discussing intercultural performance in Asia. 
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１．研究開始当初の背景 

昨今、シェイクスピア上演研究の場に於い
て、西洋・東洋間の異文化交流に焦点が当て
られている。しかしながら、最近、とくに 1990

年代以降のシェイクスピア上演の異文化交
流に関しての研究が進むなか、明治・大正期
に日本を訪れ、日本の知識人に多大な影響を

与えた西洋人劇団の研究はほとんどなされ
ていない。19 世紀の末あたりから大英帝国お
よび日本を含むアジアを巡業していた西洋
人劇団は数多くあった。彼らの上演は居留地
に住む西洋人、ことに英国人たちのための余
興であり、時には英国人的なナショナリズム
を高揚することもあった。その一方、西洋人
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による上演は現地の知識人にとって本場の
上演を観る機会にもなっていたのである。イ
ンドなどの大英帝国諸国では、西洋人劇団の
シェイクスピア上演は英国の帝国統治にお
ける「文明化の使命」の一環であり、彼らの
上演は帝国主義者たちの文化や価値観を再
生する場でもあった。しかし、日本における
西洋人劇団の受容はインドとは異なってお
り、調査・研究する価値がある。 

この研究課題は平成 6，7 年に英国ウォリ
ック大学の博士後期課程に留学した時から
始めたものである。英国滞在の二年間には、
主にロンドンの大英図書館でアジア各地を
巡業していた西洋人劇団の資料を収集した。
帰国後、平成 12～13 年度に科学研究費補助
金奨励研究（Ａ）を受けてさらに研究を続け
た。その成果は国内外の学会や学術雑誌で発
表している。（以下参照） 

①“Shakespeare Wallah: Geo. C. Miln’s 

Shakespearean Productions in India.” 

Australasian Drama  Studies 33 (Oct 

1998): 117- 28. 

②“Touring Companies in the Empire: The 

Miln Company's Shakespearean 

Productions in Japan.” Shakespeare and 

his Contemporaries in Performance. Ed. 

Edward Esche (London: Ashgate 

Publishing, 2000) 53-72. 

③学会発表：2001 年 4 月“Shakespeare and 

the National Identity — TSUBOUCHI 

Shoyo and his “authentic” Shakespearean 

Productions in Japan.” 第 7 回国際シェイ
クスピア学会（於スペイン・バレンシア） 

④学会発表：2003 年 10 月「坪内逍遥の｢正
統的な｣シェイクスピア上演――明治・大正
期の知識人と西洋文化の受容」第 43 回シェ
イクスピア学会（於金沢大学） 

⑤「西洋人劇団と草創期のシェイクスピア翻
訳劇上演――ミルン一座と坪内逍遥」、『同朋
論叢』第 90 号（2006 年 3 月）:142-56. 

⑥“Shakespeare and the National Identity 

—TSUBOUCHI Shoyo and his “authentic” 

Shakespearean Productions in Japan.” 

Shakespeare [英国シェイクスピア協会学会
誌] Vol.2: 1 (June 2006): 59-76. 

以上のように、ミルン一座のアジアにおけ
る巡業と彼らが 1891 年に来日した際に坪内
逍遥に与えた影響はある程度明らかになっ
たが、ほかの劇団、例えば 1912 年に来日し
たウィルキー一座が坪内逍遥と小山内薫な
どの日本の知識人に及ぼした影響の研究は
本研究期間の課題とした。また、こうした欧
米西洋人劇団が東アジアの他諸国で現地の
知識人に与えた影響も本研究期間の課題と
した。 

 

２．研究の目的 

科研費交付の期間内には次の三点を明らか
にすることを目的とした。 

１）日本における西洋人劇団の上演、とくに
1891年に来日したミルン一座と 1912年に来
日したウィルキー一座のシェイクスピア上
演を国内外での資料収集をもとに明らかに
する。まず、これまでに収集した資料と合わ
せて、故名古屋大学名誉教授升本匡彦氏が個
人的に遺してくださった日本を巡業してい
た西洋人劇団に関する膨大な資料の整理か
ら着手する。 

２）日本の知識人が西洋人劇団のシェイクス
ピア上演をいかに受容したかを他のアジア
諸国、とくに帝国主義の一環として受容せざ
るを得なかったインド等と比較して明らか
にする。升本氏の調査では漏れているインド、
シンガポール、香港など大英帝国での西洋人
劇団の資料を収集する。これらの情報はロン
ドンの大英図書館が所蔵する膨大な新聞、書
簡などから得ることができる。また、インド、
シンガポール、香港の図書館が所蔵している
資料の調査をする必要がある。 

３）明治期の日本の知識人はシェイクスピア
劇を西洋文明の鑑として導入した。彼らは西
洋人を｢他者｣として文化的アイデンティテ
ィーを構築していたのである。しかしながら、
日清・日露戦争を経て、台湾、韓国を併合す
ると、彼らはアジアに新たな｢他者｣を見出す。
そして、彼らの西洋文明に対する姿勢は徐々
に変わっていく。日本の知識人の文化的アイ
デンティティーがアジアに｢他者｣を見出し
たのちに変遷していったさまを、彼らの西洋
人劇団によるシェイクスピア上演に対する
印象の変遷から紐解く。じっさい、1891 年
に来日したミルン一座と 1912 年に来日した
ウィルキー一座に対する坪内逍遥の印象は
大幅に変わっている。 

 

３．研究の方法 

１）日本における西洋人劇団の上演、とくに
1891年に来日したミルン一座と 1912年に来
日したウィルキー一座のシェイクスピア上
演を国内外での資料収集をもとに明らかに
する。 
２）明治・大正期の日本の知識人が西洋人劇
団のシェイクスピア上演をいかに受容した
かを他のアジア諸国、とくに帝国主義の一環
として受容せざるを得なかったインド等と
比較して明らかにする。 
３）明治・大正期の日本の知識人の文化的ア
イデンティティーを、彼らの西洋人劇団によ
るシェイクスピア上演に対する印象の変遷
から紐解く。 
 
４．研究成果 
日本における西洋人劇団の上演、とくに

1891 年に来日したミルン一座と 1912 年に来



日したウィルキー一座のシェイクスピア上
演を国内外での資料収集をもとに明らかに
した。また、これらの西洋人劇団が日本の演
劇にもたらした影響を 1911 年に坪内逍遥に
よって演出された『ハムレット』に焦点を当
て、明らかにした。そして、坪内逍遥が 1911
年に上演した『ハムレット』を東西の文化や
表現様式を融合させた日本で初めての異文
化混淆上演ととらえ、分析することにより、
これまでアジアで行われてきた異文化を掛
け合わせたシェイクスピア上演を語る一つ
のパラダイムを探す試みを行った。 
この成果をプラハで行われた第 9回国際シ

ェイクスピア学会のセミナーで"Intercultural 

Shakespeares in Asia: Tsubouchi Shoyo’s 

Production of Hamlet in 1911”として発表した。
また、ペナンで行われた The 2nd International 

Conference on Linguistics, Literature, and 

Culture 2012 では“When the East meets the 

West: Shakespearean Productions by Travelling 

Companies in Asia”として発表した。それぞれ
の論文は、“Between the East and the West: 

Tsubouchi Shoyo’s Production of Hamlet in 

1911” Renaissance Shakespeare/ Shakespeare 
Renaissances, Proceedings of the VIIII World 
Shakespeare Congress 2011 (University of 

Delaware Press)（2013 年 6 月段階印刷中）、
「東と西のあいだで―坪内逍遥のハムレッ
ト公演（1911）」、『シェイクスピア・プリズ
ム』、星久美子ほか編（金星堂、2013 年 4 月）
として出版した。 
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